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第45回
断層映像研究会の
開催にあたって

第45回断層映像研究会
大会長　金澤　右

（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 放射線医学）

　2016年10月21日（金）－22日（土）に岡山国際交流センターで第45回断層映像研究会
を開催させていだだきます。
　さかのぼって、1986年の第15回、2001年の第30回も岡山で開催されており、私の先々
代教授の青野要先生、先代教授の平木祥夫先生が各々大会長を務められました。岡山での断
層映像研究会の開催は、このように15年毎であり、改めて本研究会と私どもの教室の不思
議なご縁を感じる次第です。特に第30回の際には、私自身が助教授（当時）として事務局長
役を務め、プログラム等に大きく関わりました。その際に、教育講演を思い切って増やした
ところ、予想以上の皆様に参加いただき、お褒めの言葉を様々な先生方からいただきました
ことを思い出します。
　今回の私どものテーマは「この機会（チャンス）を逃すな、一流に学ぶ画像診断」です。教
育講演の意義を前面に出して、多くの若い先生に集まっていただき、大いに画像診断の勉強
をしていただこうというのがその意図です。講師として斯界の本当に「一流」の先生にお越し
いただけることとなり、大変うれしく思っております。講師を快く引き受けてくださった先
生方には心より感謝申し上げます。
　岡山は、「晴れの国」と呼ばれる気候温暖の地であり、中国四国地方の交通要地でもありま
す。京阪神に近く、東京からも新幹線で3時間、飛行機で1時間、九州新幹線の開通により
鹿児島からも3時間です。ぜひ、全国の先生方に岡山にお越しいただき、秋の岡山で断層映
像を学び、そして後楽園をはじめとした美しい風景と瀬戸内の魚やフルーツなどの食を楽し
んでいただけたらと思います。
　今回のポスターは、夏の花火大会で、岡山大学病院長の槇野博史先生が撮影された後楽園
から見た花火と岡山城を背景としております。このように美しい写真を撮るにはまさしく「こ
のチャンスを逃すな」が大事であり、その意味もあり、槇野先生の御許可をいただきポスター
を作らせていただきました。
　多くの皆様の参加をお待ちしております。
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交通のご案内
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アクセス
● JRでお越しの方
　 「岡山駅」西口より徒歩5分
● お車でお越しの方
　 岡山空港から約30分　岡山ICから約20分　
　 駐車場はございませんので、隣接の西口パーキング等をご利用ください。
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会場のご案内
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参加者へのご案内
1. 参加受付

日　時：10月21日（金）  11：00～18：30
　　　　10月22日（土）  09：00～14：30
場　所：総合受付（岡山国際交流センター  2階 ロビー）

2. 参加費（現金受付のみ）
会　員：5,000円
非会員：7,000円
 ・	 会場内では必ず参加証（兼領収書）に所属・氏名を記入のうえ、携帯してください。
 ・	 参加証（兼領収書）の再発行はできませんので大切に保管してください。
 ・	 参加受付時に、シラバス集を配布いたします。

3. 情報交換会
日　時：10月21日（金）  18：30～19：30
会　場：岡山国際交流センター  B1階 レセプションホール
参加費：2,000円
 ・	 情報交換会の参加受付は、B1階 レセプションホール前でも行います。奮ってご参加ください。

4. 単位登録
本研究会は、日本医学放射線学会の放射線専門医資格更新単位取得制度における学術集会単位数と
して5単位が認定されています。

5. 共催セミナー
イブニングセミナー：10月21日（金）  17：10～18：10
ランチョンセミナー：10月22日（土）  11：50～12：50
 ・	 ランチョンセミナー整理券の配布はございません。セミナー入場時にお弁当をお受け取りください。

なお、数量に限りがございますのでご了承ください。

6. クローク
受付日時：10月21日（金）  11：00～18：30※

　　　　　10月22日（土）  09：00～15：30
受付場所：岡山国際交流センター  2階 ロビー
※情報交換会時には、お荷物を持ってご移動ください。

7. PC発表データの受付
学会当日に発表データの受付を行います。セッション開始30分前までに会場前のPC受付にて、発
表データの試写ならびに受付をお済ませください。
受付時間：10月21日（金）  11：00～18：00
　　　　　10月22日（土）  09：00～14：00
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8. 会期中の問い合わせ先
岡山国際交流センター  2階 ロビー［総合受付］
TEL：080-6270-6475　※会期中のみ、対応可能です。

9. その他
 ・	 会場内では、携帯電話をマナーモードに設定してください。
 ・	 会場内は全館禁煙です。
 ・	 大会長の許可の無い掲示・展示・印刷物の配布・録音・写真撮影・ビデオ撮影は固くお断りいた

します。

10. 関連行事のご案内
世話人会　日時：10月21日（金）  11：00～12：00
　　　　　会場：岡山国際交流センター  3階 研修室
総　　会　日時：10月21日（金）  12：20～12：50
　　　　　会場：岡山国際交流センター  2階 国際会議場
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座長・演者へのご案内
1. 進行情報

 ・	 各セッションとも、演者1名につき30分のご発表となります。
 ・	 発表終了1分前に黄色ランプ、終了・超過時には赤色ランプを点灯してお知らせします。円滑な

進行のため、時間厳守でお願いします。
 ・	 演台上には、モニター、マウス、レーザーポインターを用意いたします。演台に上がると最初の

スライドが表示されますので、その後の操作は各自でおこなってください。

2. 座長の皆様へ
 ・	 ご担当セッション開始予定時刻の15分前までに、会場内前方の「次座長席」にご着席ください。

3. 演者の皆様へ
1）	口演発表はすべてPC発表（PowerPoint）のみといたします。
2）	発表データは、Windows PowerPoint 2003～2013のバージョンで作成してください。
	 ※PowerPoint 2016には対応しておりません。
3）	PowerPointの「発表者ツール」は使用できません。発表用原稿が必要な方は各自ご準備ください。

 ＜データ発表の場合＞
1）	作成に使用されたPC以外でも必ず動作確認を行っていただき、USBフラッシュメモリーでご持

参ください。
2）	フォントは文字化け、レイアウト崩れを防ぐため下記フォントを推奨いたします。
	 MSゴシック，MSPゴシック，MS明朝，MSP明朝
	 Arial，Century，Century Gothic，Times New Roman
3）	発表データは学会終了後、事務局で責任を持って消去いたします。

 ＜PC本体持込みによる発表の場合＞
1）	Macintoshで作成したものと動画・音声データを含

む場合は、必ずご自身のPC本体をお持込みください。
2）	会場で用意する PC ケーブルコネクタの形状は、

D-SUB mini 15pin（図参照）です。この出力端子
を持つPCをご用意いただくか、この形状に変換す
るコネクタを必要とする場合には必ずご持参くださ
い。デジタル出力（HDMI）の出力端子しか無いPCは
HDMI→D-SUBの変換アダプターも必要です。電源
ケーブルもお忘れなくお持ちください。

3）	再起動をすることがありますので、パスワード入力は“不要”に設定してください。
4）	スクリーンセーバーならびに省電力設定は事前に解除しておいてください。
5）	動画データ使用の場合は、Windows Media Playerで再生可能であるものに限定いたします。

ディスプレイ接続コネクタ

（図）

演者のPC
D-SUB mini 15pin (メス)

会場で用意するケーブル
D-SUB mini 15pin (オス)
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日程表
１日目　10月21日（金） ２日目　10月22日（土）

9：30

セッション5
座長：伊東　克能
演者：小坂　一斗
　　　北島　一宏

10：30
10：40

セッション6
座長：金澤　右　
演者：一色　彩子
　　　山口　岳彦

11：00

世話人会
（3階  研修室） 11：40

11：5012：00 ランチョンセミナー
座長：佐藤　修平
演者：吉岡　邦浩

共催：東芝メディカルシステムズ株式会社

12：15
開会の辞・会長挨拶

12：20

総会
12：50 12：50
13：00 13：00

セッション1
座長：北垣　一　
演者：笹井　信也
　　　外山　芳弘

セッション7
座長：原田　雅史　
演者：浮洲　龍太郎
　　　三森　天人　

14：00 14：00
14：10 14：10

セッション2
座長：望月　輝一
演者：立神　史稔

　　髙橋　哲

セッション8
座長：西山　佳宏
演者：古川　又一
　　　加藤　勝也

15：10 15：10
閉会の辞15：20

セッション3
座長：粟井　和夫
演者：野崎　太希
　　　青木　隆敏

15：20

16：20
16：30

セッション４
座長：山上　卓士　演者：小山　貴

17：00
17：10

イブニングセミナー
座長：小川　敏英　演者：田岡　俊昭
共催：シーメンスヘルスケア株式会社

18：10

18：30
情報交換会

（B1F レセプションホール）
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プログラム
1日目　10月21日（金）

13：00〜14：00

セッション1 座長  北垣 一
　　  島根大学医学部 放射線医学講座

・	診断根拠となる画像所見  小腸大腸のCT 演者  笹井 信也
　　  岡山画像診断センター

・	側頭骨画像診断  苦手意識を払拭するためのコツ 演者  外山 芳弘
　　  高松赤十字病院 放射線科

14：10〜15：10

セッション2 座長  望月 輝一
　　  愛媛大学医学部 放射線科

・	心臓CT −日常臨床に必要な読影の知識− 演者  立神 史稔
　　  広島大学病院 放射線診断科

・	腎腫瘍のCT診断：機器の性能を最大限活かして、最大限
の情報を主治医に伝えるために

演者  髙橋 哲
　　  神戸大学医学部附属病院 放射線部

15：20〜16：20

セッション3 座長  粟井 和夫
　　  広島大学大学院 放射線診断学

・	血管腫・血管奇形の画像診断 演者  野崎 太希
　　  聖路加国際病院 放射線科

・	軟部腫瘍 − Common disease の画像スペクトラム 演者  青木 隆敏
　　  産業医科大学 放射線科学教室

16：30〜17：00

セッション4 座長  山上 卓士
　　  高知大学医学部 放射線医学講座

・	一期一会 演者  小山 貴
　　  倉敷中央病院 放射線診断科

17：10〜18：10

イブニングセミナー 座長  小川 敏英
　　  鳥取大学医学部 画像診断治療学分野

・	拡散画像：b値の大きさと海の深さのステキな関係 演者  田岡 俊昭
　　  名古屋大学医学部附属病院 放射線科

［共催  シーメンスヘルスケア株式会社］

18：30〜

情報交換会
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2日目 10月22日（土）

9：30〜10：30

セッション5 座長  伊東 克能
　　  川崎医科大学 放射線医学（画像診断1）

・	肝内胆管癌の画像診断 演者  小坂 一斗
　　  金沢大学附属病院 放射線科

・	腫瘍FDG-PET/CT診断のポイント
	 ～ピットフォールに陥らないために～

演者  北島 一宏
　　  兵庫医科大学 放射線医療センター 核医学・PET診療部

10：40〜11：40

セッション6 座長  金澤 右
　　  岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 放射線医学

・	間膜･腹膜とその外についての画像診断 演者  一色 彩子
　　  日本医科大学武蔵小杉病院 放射線科

・	軟骨下脆弱性骨折とその関連疾患：
	 その理解のために

演者  山口 岳彦
　　  獨協医科大学越谷病院 病理診断科

11：50〜12：50

ランチョンセミナー 座長  佐藤 修平
　　  岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 放射線医学

・	最新CTの臨床応用 −循環器領域を中心に− 演者  吉岡 邦浩
　　  岩手医科大学医学部 放射線医学講座

［共催  東芝メディカルシステムズ株式会社］

13：00〜14：00

セッション7 座長  原田 雅史
　　  徳島大学大学院医歯薬学研究部 放射線医学分野

・	頭蓋底は抜け道だらけ
	− 治療方針を左右するCT・MRI所見−

演者  浮洲 龍太郎
　　  北里大学医学部 放射線科学（画像診断学）

・	産婦人科疾患の症例と解説
	 ～あなたならどう考える？〜

演者  三森 天人
　　  姫路赤十字病院 放射線科

14：10〜15：10

セッション8 座長  西山 佳宏
　　  香川大学医学部 放射線医学講座

・	治療関連中枢神経疾患の画像診断 演者  古川 又一
　　  山口大学 放射線科

・	限局性肺すりガラス影病変のすべて 演者  加藤 勝也
　　  川崎医科大学附属川崎病院 放射線科



10月21日（金）
断層映像研究会 1日目
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セッション1
13：00〜13：30

岡山画像診断センター

笹井 信也

診断根拠となる画像所見  小腸大腸のCT
診断過程で注目すべき点を症例を通して学んでいこう。一見，非特異的像でも，目の付け所で本質が見えてくることが
ある。どうして感染性腸炎は右結腸で虚血性腸炎は左結腸なのか？病変の性格が画像にどう反映されるのか？CTの普
及で小腸大腸の病変の評価が日常的になっている。診断根拠となる画像所見を知ることがあなたのCT診断に役立つこ
とを願っている。
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セッション1
13：30〜14：00

高松赤十字病院
放射線科

外山 芳弘

側頭骨画像診断  苦手意識を払拭するためのコツ
側頭骨画像診断は総じて皆苦手である。香川県内の放射線科医へのアンケート調査でも約7割の人が苦手と答えた（得
意は0%）。一方、耳鼻科医へのアンケートでは38%が我々の所見が不十分と回答した。耳鼻科医からは中耳炎と真珠
腫の鑑別、治療方針を左右する解剖学的構造、悪性腫瘍の鑑別などが必要との意見であった。本講演では苦手意識を払
拭し、耳鼻科医を満足させる画像所見のコツを解説する。
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セッション2
14：10〜14：40

広島大学病院
放射線診断科

立神 史稔

心臓CT −日常臨床に必要な読影の知識−
心臓CTは放射線診断医にとってなじみの深い領域とは言えませんが、件数は年々増加しています。本講演では診断に
必要な知識に加え、頻度の高い疾患をピックアップし、読影のポイントや注意点を解説したいと思います。
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セッション2
14：40〜15：10

神戸大学医学部附属病院
放射線部

髙橋 哲

腎腫瘍のCT診断：機器の性能を最大限活かして、最大限の情報を主治
医に伝えるために
小径腎癌の治療としてガイドラインは外科的部分切除術を推奨しており、本年にはロボット支援下腎部分切除術が保険
適用となり、より低侵襲な治療が可能となってきた。技術の進歩に伴い外科医が術前画像に求める情報も、単純な血管
の本数にとどまらなくなっている。画像診断に携わる者は臨床背景を理解して、画像診断機器の特徴を最大限活かして
要望に応える必要があり、事例として私どもの施設における腎CT検査の実際を紹介する。
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セッション3
15：20〜15：50

聖路加国際病院
放射線科

野崎 太希

血管腫・血管奇形の画像診断
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セッション3
15：50〜16：20

産業医科大学
放射線科学教室

青木 隆敏

軟部腫瘍 − Common disease の画像スペクトラム
臨床の場では、典型的所見を示す稀な疾患よりも、非典型的所見を示すcommon diseaseに遭遇する機会の方が多い。
本講演では、脂肪腫や神経原性腫瘍など、日常臨床でよく遭遇する代表的軟部腫瘍について、知っておきたいバリエー
ションを述べる。バリエーションの認識は common diseaseの本質的な病態・病理の把握に繋がり、画像の成り立ち
を含めた知識の整理にも役立つと思われる。
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セッション4
16：30〜17：00

倉敷中央病院
放射線診断科

小山 貴

一期一会
症例との出会いというのはまさに一期一会と思うことが少なくありません。画像診断が検査前には全く思いもよらぬ結
果を導き出すような場合にはなおさらであり、時としては被験者の方には思わしくない結果となることがあるかもしれ
ませんが、自分がそのような症例と出会う機会に恵まれたことを幸甚と思うことがしばしです。今回のセッションにお
いてはそのような症例を参加者の方々に供覧させて頂きたいと思います。
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イブニングセミナー
17：10〜18：10

名古屋大学医学部附属病院
放射線科

田岡 俊昭

拡散画像：b値の大きさと海の深さのステキな関係



10月22日（土）
断層映像研究会 2日目



28

セッション5
9：30〜10：00

金沢大学附属病院
放射線科

小坂 一斗

肝内胆管癌の画像診断
腫瘤形成型肝内胆管癌（mass forming ICC：m-ICC）は増加傾向にある癌腫の一つである。近年では画像診断の進歩に
より小型胆管癌を診断する機会が増えている。m-ICCはその発生母地から大型胆管，小型胆管，細胆管由来に分類され，
ダイナミックCTで増殖形態・血流の多寡を見ることで分類が可能である。大型胆管から発生したm-ICCは乏血性であ
ることが多く，腫瘤内に大型胆管の貫通が見られる。小型胆管，細胆管から発生したm-ICCは多血性であることが多い。



29



30



31



32

セッション5
10：00〜10：30

兵庫医科大学
放射線医療センター 核医学・PET診療部

北島 一宏

腫瘍FDG-PET/CT診断のポイント ～ピットフォールに陥らないために～
FDGを使ったPET検査は、多くの悪性疾患に感度が高く、治療前の病期診断、治療後の再発・転移診断、治療効果判
定などに有用で、今や癌患者さんのマネージメントに欠かすことのできない検査となっています。しかし、実際の診断
では、PET特有の偽陰性や偽陽性の問題があり、診断に苦慮する事が少なからずあると思います。本講演では、ピット
フォールをできる限り多く紹介し、落とし穴に落ちない為の秘策をお話ししたいと思います。
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セッション6
10：40〜11：10

日本医科大学武蔵小杉病院
放射線科

一色 彩子

間膜･腹膜とその外についての画像診断
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セッション6
11：10〜11：40

獨協医科大学越谷病院
病理診断科

山口 岳彦

軟骨下脆弱性骨折とその関連疾患：その理解のために
軟骨下脆弱性骨折（subchondral insufficiency fracture （SIF） of femoral head）は、高齢者に好発し、背景に骨粗鬆
症や肥満がある。SIFには病初期の単発性骨梁微小骨折から進行した骨頭圧壊まで様々な病態が含まれる。臨床的ある
いは組織学的にidiopathic osteonecrosis（ION） of the hipと鑑別を要する。SIFとIONの画像所見は類似するが、
その意味する組織学所見は異なる。SIFやIONの経時的な組織学的反応・所見を理解することは、画像読影や鑑別疾患
に役立つ。SIFの関連疾患として、rapidly progressive arthrosis of the hip、transient osteoporosis of the hip、
spontaneous osteonecrosis of the kneeがある。
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ランチョンセミナー
11：50〜12：50

岩手医科大学医学部
放射線医学講座

吉岡 邦浩

最新CTの臨床応用 −循環器領域を中心に−
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セッション7
13：00〜13：30

北里大学医学部
放射線科学（画像診断学）

浮洲 龍太郎

頭蓋底は抜け道だらけ −治療方針を左右するCT･MRI所見−
頭蓋底は頭蓋内と頭頸部の間をなす骨性隔壁である。頭蓋底の多数の小孔・裂溝とそれらを貫く神経・血管は、腫瘍や
炎症の進展路として重要である。近年の頭蓋底手術の発展もあり、この領域の病変において、診断と治療方針の決定に
CT･MRIが果たす役割は大きい。臨床的に特に重要な頭蓋底の小孔・裂溝に絞り、症例を骨標本やシェーマなどと対比
しながら、CT･MRI診断時のポイントとピットフォールについて概説したい。
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セッション7
13：30〜14：00

姫路赤十字病院
放射線科

三森 天人

産婦人科疾患の症例と解説 ～あなたならどう考える？〜
本講演では産婦人科疾患の画像診断について、子宮および卵巣の症例を各3例ずつ計6例のMRI画像を提示し、診断を
本会参加の方々に考えていただき、その解説を行う。日常遭遇する疾患のやや変わったvariationから稀な疾患まで含
まれており、診断には至らなくても良悪性の鑑別や次のステップへの指示なども含め、日常診療に即した内容で解説す
る。
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セッション8
14：10〜14：40

山口大学
放射線科

古川 又一

治療関連中枢神経疾患の画像診断
中枢神経疾患に対する治療法が多様化・複雑化する中、治療に関連した疾患や病変にもしばしば遭遇する。代表的なも
のとして放射線治療、抗がん剤や免疫抑制剤等の薬剤に関連するものがあげられるが、放射線科医がそのような疾患を
正しく理解・診断することは、適切な対処・治療が行われるためにも重要である。本講演では、比較的遭遇頻度の高い
治療関連疾患や、おさえておきたい画像所見につきCTやMRI所見を中心に解説する。
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セッション8
14：40〜15：10

川崎医科大学附属川崎病院
放射線科

加藤 勝也

限局性肺すりガラス影病変のすべて
肺における消退しない限局性すりガラス影病変の大部分は、肺胞置換型進展を呈する高分化腺癌である。すりガラス影
肺癌の病理所見は？　消退するすりガラス影とは？　肺癌以外の消退しない肺すりガラス影病変は？　これらについて
病理所見をまじえながら呈示し、さらに実臨床で問題となるすりガラス影肺癌の取扱いについて示す。本講演が日頃遭
遇する機会の多い肺限局性すりガラス影病変の適切なマネージメントに役立てば幸いである。
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協賛会社一覧（五十音順）

合同会社医知悟

エーザイ株式会社

コニカミノルタジャパン株式会社

GEヘルスケア・ジャパン株式会社

シーメンスヘルスケア株式会社

セコム医療システム株式会社

第一三共株式会社

大日本住友製薬株式会社

東芝メディカルシステムズ株式会社

株式会社ドクターネット

西日本メディカルリンク株式会社

日本化薬株式会社

バイエル薬品株式会社

株式会社日立製作所

株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン

富士製薬工業株式会社

平成28年9月6日現在
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